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In quest刀 saggio vorrei dare un’occhiata sulla fond昭ione delle biblioteche rinascimentali e 

sulle vicende del mecenatismo-collezionismo dei codici antichi nel Rinascimento italiano. 

Come un risultato dell’ entusiasmo per collezionismo dei codici preziosi da parte dei ricchi 

cittadini e umanisti fiorentini del primo Quat加cento, fu fondata la prima biblioteca pubblica 

apperta a 旬tti i cittadini di Firenze : Biblioteca di San Marco. 

II progetto 白 promosso e realizzato da Cosimo de' Medici (ii Vecchio) ( 1 3 89・ 1 464) con ii 

disegno a印刷tettonico di Michelozzo nel 1 444, accettando i 600 codici raccolti da Niccolo 

Niccoli che gli consegnゐ ai fiorentini alla sua morte. 

La seconda bibliote四 fondata dai Medici e Biblioteca Laurenziana che era proge伽ta da 

Lorenzo ii Magnifico ( 1 449・92) ma era cominciata dal suo nipote Giulio de’ Medici (Papa 

Clemente VII) nel 1 5 23 (ma completata solo nel 1 57 1 ) . L’architetto 白 Michelangelo Buonarroti 

( 1 475・ 1 5 64) ed il suo progetto della Sala di lettura forni un modello non solo alle biblioteche 

italiane ma anche a quelle di al出 paesi europei nei secoli successivi. 

（キー ワ ー ド ） mecenatismo・collezionismo mediceo （ メ デ ィ 家 の パ ト ロ ネ ー ジ と 収集活動） ，

biblioteca pubblica （公共 図書館） , Rinascimento italiano （イ タ リ ア ・ ル ネ サ

ン ス ） , Niccolo Niccoli （ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ ） ， Cosimo de’ Medici （ コ ジモ ・

デ ・ メ デ ィ チ） , Lorenzo il Magnifico （ ロ レ ン ツ ォ ・ イ ル ・ マ ニ フ ィ コ ）
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は じ め に

「ルネサ ン ス 」 と い う 時代は、 美術 の歴史 に お い て のみな ら ず、 書物 の歴史、 書物の コ レ ク シ ョ ン

と 図書館の歴史 に お い て も 画期的な時代で あ っ た。

書物 と そ の コ レ ク シ ョ ン の 歴史 に お いて、 こ の 時代 ( 1 5 - 1 6世紀） に 起 こ っ た画期 的 な 出来事 と し

て、 次 の 3 つ の こ と が挙げ ら れ る 。

( 1 ） 都市生活の活発化 に と も な い、 書物 の需用 と 生産が増大 し 、 聖職者が独 占 し て い た修道院文化

（ ラ テ ン語文化） に か わ っ て、 市民層 に俗語本が急速 に 普 及 し 、 紙 の 普 及 に と も な い 写本が産業

イじ し た こ と 。

( 2 ) 1 5世紀 中 頃 の グー テ ン ベル ク 革命、 つ ま り 活版印刷術の発 明 に よ り 、 写本 に か わ る 印制本が全

ヨ ー ロ ッ パ に普及 し 、 1 6世紀 に は写本文化 を 席巻 し た こ と 。

(3)  都市の裕福な知識層 の 間 で古典書籍の コ レ ク シ ョ ン熱が高 ま り 、 古代 の公共図書館の理念が再

生 し た こ と 。 そ の 結果、 フ ィ レ ン ツ エ で メ デ ィ チ家のパ ト ロ ネ ー ジ に よ っ て 近世で最初 の公共図

書館が創設 さ れた こ と 。

I . 古代 と 中 世の 図書館

ま ず最初 に、 ルネサ ン ス 以前 の ヨ ー ロ ッ パ の 図書館の歴史 を 簡 単 に ふ り か え っ てお き た い。 因 み に 、

library （英） や libreria （伊） の語源は ラ テ ン語のliber （樹皮、 本） に 、 biblioteca （伊） や bibliotheque

（仏） の 語 源 は ギ リ シ ア 語 の biblio雌ke - biblion （本） ＋ 雌民 （置 き 場） 一ー に あ り 、 Bible （聖

書） の語源 に も な っ た こ の biblion は、 小 ア ジ ア の パ ピルス の 貿 易 港 Byblos に 由 来す る と い わ れ て

い る ( 1 ） 。

古代世界では、 ア ッ シ リ ア の ニ ネ ベ の 王宮 （ 2 万 6 千点の粘土板文書 を 所蔵） や エ ジ プ ト の神殿 に

付属 し て 図書館がつ く ら れた こ と が知 ら れて い る が、 最 も 有 名 な の は、 ギ リ シ ア 末期 （ヘ レ ニ ズム期）

に ア レ ク サ ン ド リ ア に ム セ イ オ ン （Museion／ 王立学士 院） の付属機 関 と し て プ ト レ マ イ オ ス 1 世 に

よ っ て創設 さ れた 図書館 （前 3 世紀） で あ ろ う 。

王 は 、 権 力 を 駆使 し て、 ア レ ク サ ン ド リ ア に入港す る すべて の船が積ん で い た 書物 （パ ピ ル ス の巻

子本） の コ ピ ー を 作 っ て、 原本 を 図書館 に 納 め さ せ、 分類 目 録 を 作成 し 、 そ の 蔵書数は70万巻 に 達 し

た と い わ れ る （前48年、 カ ヱサル の ア レ ク サ ン ド リ ア攻略 に よ り 焼失） 。

古代ギ リ シ ア 世界 の も う 一 つ の 有 名 な 図書館はペルガモ ン の 神殿 図 書館で あ る （ 図 1 ) 。 ア ッ タ ロ

ス 朝 の エ ウ メ ネ ス 2 世 の 創設 （前 2 世紀） に な る も の で、 ア レ ク サ ン ド リ ア の 図書館 と 蔵書 を 競 い あ

い、 従来 の パ ピ ル ス の巻子本 に か わ っ て、 羊皮紙の冊子本 （codex/codi回） を 作 ら せた と い わ れ る 。

羊皮紙の こ と を purchment/pergamenus (Pergamon に 由 来） と 呼ぶ よ う に な っ た の は そ の た め で あ る 。
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ロ ー マ 時代 に も ヘ レ ニ ズム 王朝 の 図書館 の伝統は 引 き 継がれ、 首都 ロ ー マ に は、 皇帝た ち の 宮殿 に

30ち か く の公共図書館がつ く ら れた。 ロ ー マ帝国領の地方都市 に も 、 現地の執政官 の 個 人的パ ト ロ ネ ー

ジ に よ っ て、 い く つ も の 図書館がつ く ら れ た （なか で も エ フ ェ ソ ス の ケ ル ス ス Celsus 図書館、 テ ィ

ム ガ ド の ロ ガ テ ィ ヌ ス Rogatinus 図書館、 ア テ ナイ の ハ ド リ ア ヌ ス 帝 に よ る 図書館が有名 で あ る ） 。

古代 ロ ー マ 時代 に は、 円 形 闘技場 も 劇場 も パ シ リ カ も 、 皇帝や 有 力 者個 人 が出 資 し て造営す る 「パ ト

ロ ヌ ス patronusJ の伝統 が あ り 、 こ れ が後 に ル ネサ ン ス 時代 の パ ト ロ ネ ー ジ と し て 再 生 す る こ と に

な る の で あ る 山。

古代の 都市文明 が崩壊 し て農村 中 心 の 中 世の封建社会 に な る と 、 学問文化 の 中 心 は キ リ ス ト 教 の 修

道院に移 仏 教会や修道院が書物 の 生産 と コ レ ク シ ョ ンの拠点 に な っ た。 古代の皇帝や王の宮廷文庫の

伝統 も 細 々 と 続 い て は い た が （ カ ール大帝や シ ャ ルル 5 世の宮廷文庫が知 ら れ、 後者 に は約 1 ,000冊の

蔵書があ っ た と い わ れ る ） 、 学問文化は ラ テ ン語を使用 す る 聖職者の 独 占物 と な っ た。 ヨ ー ロ ッ パ各地

の 主要な修道院 に は、 写本室 （ス ク リ プ ト リ ウ ム scriptorium） と 図書室が置かれ、 修道土た ち は聖書

や教父 た ち の著作 の 写本 に 多 く の 時間 を 費や し た。 一方、 1 2 ー 1 3世紀 に 大学が創設 さ れ始 め る と 、 教

会や修道院 と 並んで、 大学 も 図書 コ レ ク シ ョ ンの拠点 と な っ た （オ ッ ク ス フ ォ ー ド 大学、 ケ ン ブ リ ッ ジ

大学） 。

1 289年 に、 ロ ベー ル ・ ド ・ ソ ル ポ ン Robert de Sorbon が、 パ リ の 学寮 に 約 1 ,000冊 の 図 書 室 （28 の

書見台 を も っ） を 附置 し た の が、 ソ ル ボ ン ヌ 大学図書館 の 前 身 と い わ れ る 。

中 世 の書物は、 羊皮紙 に ペ ン で書かれた大型 の写本 （冊子本） で、 し ば し ば豪華 に 装飾 さ れた り 厚

い 皮革や貴金属 で装輔 さ れ、 き わ め て 高価な貴重品 で あ り 財産 で あ っ た た め 、 そ の 保存 と 紛失防止の

た め に 、 本 に は鎖 が と り つ け ら れ、 書棚や書見台 に 固 定 さ れて い た （ 図 2 ） 。 こ の た め 、 中 世 の 図書

館 は 「鎖 でつ ながれた 図書館 （chained libraη） J と 呼ばれて い る 。

II . ルネサ ン ス期 に お け る 書籍 コ レ ク シ ョ ン と 公共 図 書館 の 理念

イ タ リ ア ・ ル ネ サ ン ス 期 ( 1 4 - 1 6世紀） が、 ヨ ー ロ ッ パ の書物 と そ の コ レ ク シ ョ ン の 歴史 に お い て

画期的な時代で あ っ た こ と は既 に 述べたが、 そ の 背 景 に は、 1 2 - 1 3世紀以来 の都 市 の 勃興 と 「商業 の

復活」 に よ る 都市生活の急速な発展、 都市市民各層の知的要求の拡大があ っ た こ と は言 う ま で も な い。

そ の結果 と し て、 ラ テ ン語文化 に か わ る 新 し い俗語文学 （ ダ ン テ、 ボ ッ カ ッ チ ョ 、 ペ ト ラ ル カ 等） が

誕生 し 、 民 間 の 写本工房の活動 に よ っ て書物が市民 の あ い だ に 普及 し 、 ま た キ リ ス ト 教文化 に か わ る

古代の古典的教養 （ フ マ ニ タ ー ス humanitas） へ の 憧憶が高 ま っ て、 都 市 の 君主や富裕知識人層 の あ

い だで古典書籍 の コ レ ク シ ョ ン熱が高 ま っ た こ と が挙げ ら れ る 山。

こ う し た新 し い 都市文化 と 古典文化 の復興運動 （ルネサ ン ス ） の 中 心地 と な っ た の が、 都市共和 国

と し て政治的 に も 文化的 に も 「新 し き ア テナイ 」 「 ロ ー マ の娘」 を 自 覚 し て い た フ ィ レ ン ツ ェ で あ り 、

図書文化 の ル ネ サ ン ス も ま さ に こ の フ ィ レ ン ツ ェ を 中 心 に 展 開 し た の で あ る 。
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フ ィ レ ン ツ エ に お け る 古典書籍 コ レ ク シ ョ ン は、 「イ タ リ ア 文学 の 始祖」 と さ れ る 14世紀 の ペ ト ラ

ル カ Francesco Petrarca ( 1 304-7 4） と ボ ッ カ ッ チ ョ Giovanni Boccaccio ( 1 3 1 3-75） に 始 ま り （彼 ら は

すで に公共図書館の理念 を も っ て い た こ と が知 ら れ、 ペ ト ラ ル カ は ヴ ェ ネ ツ ィ ア 市 に 蔵書 を 寄贈す る

計画 を も ち 、 ボ ッ カ ッ チ ョ は フ ィ レ ン ツ エ のサ ン ト ・ ス ピ リ ト 修道院 に そ の蔵書 を 遺贈す る ） （ 図 3 ） 、

1 4世紀末か ら 1 5世紀 に か け て古典収集熱は人文主義者や教養 あ る 富裕市民 の あ い だで一段 と 高 ま っ た

（ コ ル ッ チ ョ ・ サル タ ー テ ィ Coluccio Salutati、 レ オ ナ ル ド ・ ブルーニ Leonardo Bruni、 カ ル ロ ・ マ

ル ス ッ ピ ー ニ Carlo Marsuppini、 ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ Niccolo Niccoli、 ポ ッ ジ ョ ・ ブ ラ ッ チ ョ リ ー ニ

Poggio Bracciolini、 ジ ャ ン ノ ッ ツ ォ ・ マ ネ ッ テ ィ Giannozzo Manetti な ど） （ � 」

な か で も ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ ( 1 364-1 437） は、 私財 を投 げ う っ て古今東西の古典文献 を 買 い あ さ り 、

約800冊 に の ぼ る 書籍 を 収集 し た。

ヴ ェ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ビ ス テ ィ ッ チ 山 Vespasiano da Bisticci の 『 フ ィ レ ン ツ ェ 著名 人列伝 <Le

vite） 』 は、 彼 の 人 と な り と そ の 収集活動 に つ い て、 次 の よ う に伝 え て い る 。

「ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ は こ の う え も な く 誠実な両親 を も っ フ ィ レ ン ツ エ 人で、 父 親 は裕福な商 人 で あ っ た。
・ ・ ・ ・ 父 親 はニ ッ コ ロ の 幼 少 の 頃、 や は り かれ も 商 人 に し た い と d思 っ たが、 将来そ う な っ た よ う に 学 問 を 捨 て
ら れな か っ た。 父 親 の 死後兄弟か ら 分かれて、 勉学に専心す る と い う 意志 を 遂 げる こ と がで き た。 相 当 な財
産 の 分 与 に 預か っ た の で、 早速商売 を 止 め て 、 ラ テ ン語 に堪能で あ っ た か れ は ラ テ ン 文 学 に 没頭 し そ の 道 を
究 め た 。 大変博識な ギ リ シ ア 人 マ ヌ エル ・ ク リ ュ ソ ロ ー ラ ス が フ ィ レ ン ツ ェ に来て い た の で、 彼 の 門 下 に 入
り 、 ギ リ シ ア 語 に通暁 し た。 ・ ・ ・ ・ ・ ニ ッ コ ロ は学芸 に携わ る す べ て の も の の 父 で あ り 、 保護者で あ り 救済者
で あ る と 呼ばれ る に ふ さ わ し い 人物で あ っ た と い え よ う 。 と い う の は ニ ッ コ ロ は だれ を も 庇護 し 、 学 問 に は

立派な報 い の あ る こ と を 示 し て 皆 に そ の 道 を 奨励 し 、 ギ リ シ ア ・ ラ テ ン の書物で フ ィ レ ン ツ ェ に な い も の が
あ る と 知 る や、 財産を投入 し て、 い か な る 出 費 も 厭わずに何が何で も 入手 し た の で、 フ ィ レ ン ツ ェ に は ニ ッ

コ ロ の 手 に よ っ て購入 さ れた ラ テ ン語の書物が無数 に あ る か ら で あ る 。 あ ら ゆ る 学者た ち の あ い だで大そ う
有 名 に な っ た の で レ オナ ル ド ト ブルーニ］ 氏は 自 作の キ ケ ロ 伝 を ニ ッ コ ロ に贈 っ た さ い に か れ の こ と を ラ
テ ン語の校閲者 と 呼 ん で い る ほ ど で あ る 。 （ 中 略） 大量の書物 を収集す る こ と に 力 を 要れ、 い か な る 出 費 も 意
に 介 さ ず、 ど こ か ら で も それがあ る と 分かれば八方手 を 尽 く し て入手 し た。 収集 の た め に は手段 を選ばな か っ

た の で、 大量の書物 を 集 め る こ と が で き た の で あ る 。 それ ら すべ て を 父親 の 遺 し た財産で 買 い 求 め た 。 自 分

の 生 活 に 十分 と 恩われ る だけ を 残 し て、 所有 し て い た不動産 を 売 り 払 っ て す べ て を 書 物 の 購 入 に 当 て た の で
あ る 。 ・ ・ ・ ・ ニ ッ コ ロ の蔵書は、 自 分の た め と い う よ り 人 の便宜の た め に所蔵 さ れて い た の で あ る 。 なぜな ら
ギ リ シ ア ・ ラ テ ン を 問 わ ず学芸 に携わ る 人 はみな書物 を求め る の に ニ ッ コ ロ の手 を 借 り 、 だれ に で も か れ は
書物 を貸 し 与 え た か ら で あ る 。 －

フ ィ レ ン ツ ェ か ら ギ リ シ ア や フ ラ ン ス や そ の他の地方 に 出か け る 人が あ る と 、 ニ ッ コ ロ は フ ィ レ ン ツ ェ に
は な い 書籍 の リ ス ト を 手渡す の が常で あ っ た。 かれの 自 由 に な っ た コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ の 財 力 で多方面か
ら 書物 を 集 め た の で あ る 。 た ま た ま 書物そ の も の で は な く 、 書物 の 写 し を 入手 し た場合 に は、 草書体 と 楢書
体の見事な 書 き 手 で あ っ た ニ ッ コ リ は、 いずれか の書体で 自 ら の 手で写 し 取 っ た も の で あ る 。 そ れ はサ ン ・
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マ ル コ 僧 院 に 収蔵 さ れ て い る ニ ッ コ ロ の両書体 に よ る 手写本に見 ら れ る 通 り で あ る 。 」
（ ヴ ェ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ビス テ ィ ッ チ 「ニ ッ コ 口 ・ ニ ッ コ リ 伝J ) （ “ ｝  

フ ィ レ ン ツ ェ 随一 の 大富豪で後 に コ ジ モ ・ デ ・ メ デ ィ チ に よ り 追放 さ れ る パ ッ ラ ・ ス ト ロ ッ ツ ィ

Palla Strozzi ( 1 373頃・1462） は 、 ギ リ シ ア か ら 著 名 な古典学者マ ヌ エ ル ・ ク リ ュ ソ ロ ー ラ ス ( 1 350 頃ー

1 4 1 5） を 招 い て、 フ ィ レ ン ツ ェ の 大学 に ギ リ シ ア 語講座 を 開 設 し 、 ギ リ シ ア か ら 取 り 寄せ た ギ リ シ ア

語文献 の 目 録 を 作成 さ せ た （サ ン タ ・ ト リ ニ タ 聖堂 に 図書館 を つ く る 計画 は 実現 し な か っ た） 。

「ス ト ロ ッ ツ ィ 家 と い え ば数多 く の優れた人物が輩出 し た た い そ う 高貴な家柄 で あ る が、 ノ ー フ リ ・ デ リ ・
ス ト ロ ッ ツ ィ の 息子パ ッ ラ 氏 も ま た、 そ の た ぐい稀な徳性 に よ っ てお お い に 家名 を 高 か ら し め た 人 で あ る 。
か れ は ラ テ ン 語 と ギ リ シ ア 語 に た い そ う 秀でてお り 、 た い へんな熱心 さ を も っ て こ れ ら の研究 に遜進 し た。
学問 が非常 に 好 き で、 こ れ を た い そ う 重 ん じ 、 フ ィ レ ン ツ エ がか つ て擁 し た い か な る 人物 に も ま し て こ れ を
推進 し た の で あ る 。 そ し て、 フ ィ レ ン ツ ェ で は ラ テ ン語の書物 に つ い て こ そ 進 ん だ研究が行な わ れ て い た も
の の ギ リ シ ア 学 の 方 は それ ほ ど で も なか っ た こ と か ら 、 ギ リ シ ア 人 マ ヌ エル ・ ク リ ュ ソ ロ ー ラ ス を イ タ リ ア

に招鳴すべ く 、 必要な経費 の ほ と ん ど を 自 ら 負担 し てお お い に 尽 力 し た の で あ っ た。 さ て、 ク リ ュ ソ ロ ー ラ
ス が こ う し てパ ッ ラ 氏 の好意でイ タ リ ア に や っ て来 て み る と 、 そ こ に は書物が不足 し て い た。 書物がな く て
は ど う し よ う も な い。 す る と パ ッ ラ 氏 はギ リ シ ア に 人 を 派遣 し 、 すべ て の 費用 を 負担 し て 移 し い 数 の 書物 を
買 い 入れ さ せた の で あ る 。 かれ は挿絵入 り の プ ト レ マ イ オス の 『宇宙論』 や プル タ ル コ ス の 『英雄伝』 、 プ ラ
ト ン の 諸作品、 そ の他お おぜ い の著作家た ち の 書物 を コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プル か ら 取 り 寄せた。 ア リ ス ト テ
レ ス の 『政治学』 も 、 も し パ ッ ラ 氏 が コ ン ス タ ン テ ィ ノ ー プルか ら こ れ を も た ら さ な か っ た な ら ばイ タ リ ア

に は存在 し なか っ た。 だか ら レ オナル ド ・ ブルーニ氏が 『政治学』 を翻訳 し た と き も 、 かれはパ ッ ラ 氏 の 持 っ
て い た版 を 使 っ た の で あ る 。 そ も そ も パ ッ ラ 氏が ク リ ュ ソ ロ ー ラ ス を イ タ リ ア に 招 い た の ほ、 レ オナ ル ド 氏
がギ リ シ ア 学 を 学べ る よ う に と い う 配慮か ら で あ っ た。 （ 中 略）

かれは非常に学問 を愛 し た 人で、 ギ リ シ ア ・ ラ テ ン の書物 に つ い ては邸宅 内 に も 、 ま た外部に も 当 時の フ ィ
レ ン ツ ェ で最高 の筆写家た ち を 雇 っ てお り 、 ど の よ う な分野で あ れ、 入 手で き る 書 物 は す べ て 買 い 入れて い
た。 こ れ はサ ン タ ・ ト リ ニ タ 聖堂 に 立派な図書館 を 設立 し よ う と い う 意図 を持 っ て い た か ら で、 そ こ の 一等
地 に 建設工事 を 始 め て い た。 か れ は そ の 図 書 館 を 公共 の も の と し て誰 も が利用 で き る よ う に し よ う と 考 え て
い た の で あ る 。 サ ン タ ・ ト リ ニ タ を選んだの ほ、 こ の聖堂が フ ィ レ ン ツ ェ の 中 心 に あ っ て 誰 に と っ て も 便利
だ‘っ た か ら で あ る 。 こ の 図書館 に は、 聖 俗 を 問わず、 ま た ラ テ ン 語 の み な ら ずギ リ シ ア 語 の 書物 も 納 め ら れ
る はずであ っ た。 と こ ろ がか れ の 失脚 と い う 事態 に よ っ て計画の実現が不可能 と な っ て し ま っ た の で あ る 。 」

（ ヴ、 エ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ビス テ ィ ッ チ 「パ ッ ラ ・ ス ト ロ ッ ツ ィ 伝」 ） ( 7 )  

こ う し た 教養 あ る フ ィ レ ン ツ ェ の 上層市民の コ レ ク シ ョ ン 熱 の 高 ま り の な か で、 最大 の パ ト ロ ン と

し て 登場 し た の が、 コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ Cosimo de’ Medici (ii Vecchio) ( 1 389- 1 464） で あ っ た。
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図 1 ペル ガモ ン 図書館
（出典／ L . カ ッ ソ ン

『図書館の誕生ーオ リ エ ン ト か ら 口 マ へ 』 力 水害房）

図 2 「鎖 に つ ながれた 図書館J
（出典／W. レ ン シ ュ プル グ

『 ヨ ー ロ ッ パの歴史的図書館』 国文社）
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m. メ デ ィ チ家 に よ る 図書館の創設

サ ン ・ マ ル コ 図書館 と ラ ウ レ ン ツ ィ ア ー ナ 図 書館

コ ジ モ は、 1 5世紀 に お け る メ デ ィ チ家の独裁体制 を確立 し た大富豪 ＝ 政治家で あ り 、 ル ネ サ ン ス ・

パ ト ロ ン の代名 調 と も い え る 人物で あ る が、 政敵 のパ ッ ラ ・ ス ト ロ ッ ツ ィ と 同 様、 学者肌 の 非 常 に 豊

か な 人文学的教養 の 持 ち 主 で あ っ た （ ラ テ ン語 に も 精通） 。 若 い 頃か ら 外国 を 旅行 し て みずか ら 貴重

な写本 を 収集す る と 同 時 に 、 ニ ッ コ リ や ブ ラ ッ チ ョ リ ー ニ ら の友 人 た ち の 収集活動 を財政的 に 支援 し

た （ ヘ 美術や建築の偉大なパ ト ロ ン で あ り 、 マル シ リ オ ・ フ ィ チー ノ Marsilio Ficino ( 1 433-99） を 中

心 と す る プ ラ ト ン ・ ア カ デ ミ ー を 私的 に援助 し て、 フ ィ レ ン ツ ェ を ヨ ー ロ ッ パ に お け る プ ラ ト ン研究

の拠点 に し た こ と で も 知 ら れ る 山 （図 4 ） 。

因 み に 、 コ ジモ 自 身が集め た書籍 に は、 ギ リ シ ア ・ ロ ー マ の歴史 ・ 哲学 ・ 文学 （ ア リ ス ト テ レ ス の

全著作 と 註解、 リ ウ ィ ウ ス 、 ス エ ト ニ ウ ス 、 プル タ ル コ ス 、 ウ ヱ ル ギ リ ウ ス 、 オ ウ ィ デ ィ ウ ス 、 プ ラ

ウ ト ウ ス 、 キ ケ ロ 一、 セ ネ カ 、 ク イ ン テ ィ リ ア ヌ ス 等） か ら 中 世の教父や教会学者 の 宗教書 ま で が含

ま れ て い た こ と が知 ら れて い る （問。

こ の コ ジ モ の パ ト ロ ネ ー ジ に よ っ て創設 さ れた近世 ヨ ー ロ ッ パで最初 の 公共 図 書館が、 サ ン ・ マ ル

コ 図書館 （Biblioteca di San Ma民o） で あ っ た。

サ ン ・ マ ル コ 図書館は、 ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ が全市民 に 公 開 す る こ と を 条 件 と し て フ ィ レ ン ツ ェ 市

民 に遺贈 し た 蔵書約600冊 （6,000 フ ィ オ リ ー ノ ／お よ そ 3 億 円 に 相 当 ） を 収蔵す る た め に 、 コ ジ モ の

出 資 に よ っ て 創設 さ れた も の で 、 1 444年 に、 建築家 ミ ケ ロ ッ ツ ォ の 設計 に よ っ て、 ド メ ニ コ 修道会厳

修派が所轄す る サ ン ・ マ ル コ 修道 院 の 二 階 に 設置 さ れた （図 5 ） 。

ヴ ェ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ピ ス テ ィ ッ チ は、 そ の経緯 を 「ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ 伝」 で次 の よ う に 伝 え

て い る 。

「ニ ッ コ ロ は大 い に財 を な し て、 あ ら ゆ る 学芸の典籍を数多 く 蒐集 し 、 在世中 に はそ れ ら の書物 を 誰 に で も
閲 覧 さ せ た が、 要請 を 受 け な け れ ば、 見せなか っ た。 だがかれは死後 も 生 前 と 同 様 に す る こ と を望んだので、
遺言状 に よ っ て こ れ を 四十 人 の 市民に遺贈 し 、 必要の あ る も の が誰で も 利 用 で き る よ う な 公 共 図 書館 の 設立
を かれ ら が取 り 計 ら う こ と を 望 ん だ。 あ ら ゆ る 分野 に わ た る ギ リ シ ア ・ ラ テ ン の 典籍が八百冊で あ っ た。 こ

の四十人の市民は遺言人の意志を遂行す る た め に、 こ れ ら の典籍を コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ に贈呈 し て、 サ ン ・
マ ル コ 僧 院 に そ れ ら が設 置 さ れ る よ う に し 、 必要 と す る 者は誰で も 利 用 で き 、 各 々 の 書 物 の 表紙 に は か つ て
ニ ッ コ ロ の 所蔵で あ っ た こ と が 明記 さ れ る と い う 条件で、 公共の利用 に 供 さ れ る よ う 取 り 計 ら っ た。 そ し て
現 在 も そ の ま ま で あ る 。 こ れ ら の 典籍の価格は六千 フ ィ オ リ ー ノ に も 上 る も の で あ っ た。 ジ ャ ン ノ ッ ツ ォ ・
マ ネ ッ テ ィ 氏が 『養生語｜｜』 と い う 書物 を 著 し たお り に、 巻末で、 ニ ッ コ ロ と そ の 生涯 に 触れて、 そ の 不 滅 の
功績 に対 し 賞賛 を 惜 し ま な か っ た。 多 く の 賞賛 の 辞 の 中 で 、 こ の 図書 館 に 言及 し 、 大 い に 誉 め 称え て い る の
だが、 ニ ッ コ ロ は プ ラ ト ンや ア リ ス ト テ レ ス や テ オ フ ラ ス ト ス 以上 の こ と を し た と さ え 述 べ て い る 。 と い う
の は プ ラ ト ンや ア リ ス ト テ レ ス は、 遺書 の 中 で子息 ら や他 の 人 び と に遣 し た財産 に 触れ て は い る が、 書 物 に
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図 4 コ ジ モ ・ デ ・ メ デ ィ チ （ ポ ン ト ルモ作／ ヴ ァ ザ ー リ 作）

図 5 サ ン ・ マ ル コ 修道院 図 6 サ ン ・ マ ル コ 図書館

ヴェ リ ギ リ ウ スのアエネ イ ス フ ィ チー ノ のフ ラ 卜 〆翻訳 ，＇｝

図 8 メ デ ィ チ家の図書 コ レ ク シ ョ ン

図 7 口 レ ン ツ ォ ・ デ ・ メ デ ィ チ
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図 9 口 レ ン ツ ォ と 人文学者サ ー ク ル

（ ジ ョ ル ジ ョ ・ ヴ ァ ザ リ 作）

図 1 0 メ デ ィ チ邸

図 1 1 メ デ ィ チ 家 出身の教皇 レ オ 1 0世 と ジ ュ リ オ ・ デ ・

メ デ ィ チ （後の ク レ メ ン ス 7 世） （ ラ フ ァ エ ッ ロ 作）
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図 1 2 ミ ケ ラ ン ジ ェ 口 ・ ブオナ 口 ー テ ィ

（ ダニエ ー レ ・ ダ ・ ヴ ォ ル テ ッ ラ 作）
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つ い て は一切触れて い な い。 テ オ フ ラ ス ト ス は、 個 人 的 に 親友一人 に 書物 を 遣 し て い る 。 と こ ろ が ニ ッ コ ロ
は、 そ の書物 を 誰 も が利用 で き る 公共 の も の と す る こ と を望んだの で あ り 、 こ れ こ そ限 り な い 賞賛 に 値 す る
か ら で あ る と 。 」 （ ヴ エ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ビス テ ィ ッ チ 「ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ 伝」 前掲邦訳， 364・365頁）

サ ン ・ マ ル コ 図書館は、 縦48 メ ー ト ル、 横 1 1 メ ー ト ル の長方形 プ ラ ン で、 列柱で三つ に 分節 さ れた

小教会堂風の 空 間 に 64 の 書見台が置かれた （図 的 。 修道院 と い う 宗教的空間 に 付設 さ れた こ と 、 ま

た も っ ぱ ら 貴重 な 写本 を 閲覧す る た め の 場所 と し て つ く ら れた こ と で は 「 中 世的」 な性格がつ よ か っ

た と い え る が、 修道士専用 で はな く 、 都市市民 に 開 放 さ れた公共図書館であ っ た点で、 き わ め て 「近

代的J か つ 市民的な性格 を も っ て い た こ と は強調 さ れな ければな ら な い 川。

コ ジモ は、 サ ン ・ マ ル コ 図書館の蔵書の整理 と 目 録作成 を 、 か つ て の政敵パ ッ ラ ・ ス ト ロ ッ ツ ィ に

よ っ て 支援 を 受 け て い た 人文学者 ト マ ー ゾ ・ パ レ ン ト ゥ チ ェ ッ リ Tommaso Parentucelli （ の ち の 教 皇
ニ コ ラ ウ ス 5 世／ 1 397・ 1 455） に委ねた。 そ し て、 こ の パ レ ン ト ゥ チ エ ツ リ は、 やがて教皇 と な る と 、 ロ ー

マ の ヴ ァ テ ィ カ ン 図 書館の実質的な創設者 と な る の で あ る 問。

サ ン ・ マ ル コ 修道院は、 こ の 図書館のみな ら ず、 その建物のすべて が コ ジ モ の 個 人 的 パ ト ロ ネ ー ジ

に よ っ て建設 さ れ た ( 1 434-44） 。 そ し て、 コ ジ モ と も 親 し か っ た敬虞な画僧 フ ラ ・ ア ン ジ ェ リ コ の 壁

画 に よ っ て飾 ら れ る こ と に な る が、 コ ジ モ は、 こ の後 に も 、 郊外の フ ィ エー ゾ レ修道院 （バデ ィ ア ・

フ ィ エ ゾ ラ ー ナ Badia Fiesolana） に宗教書の図書室 を 付設 し 、 そ の た め に書籍商 ヴ ェ ス パ シ ア ー ノ ・

ダ ・ ビ ス テ ィ ッ チ に 手配 さ せ て 45 人 の筆写家 を 雇 い 、 約 2 年 間 （22 か 月 ） で200冊 の 写 本 を 作 ら せ た

と 伝 え ら れ る 。

コ ジ モ ・ デ ・ メ デ ィ チ の 図 書 コ レ ク シ ョ ン は 、 後 継 者 の ピ エ ロ ・ イ ル ・ ゴ ッ ト ー ゾ Piero il 

Gottoso ( 1 4 1 6-69） 、 そ し て孫 の ロ レ ン ツ ォ ・ イ ル ・ マ ニ フ ィ コ Lorenzo il Magnifico ( 1 449・92) （ 図 7 )

に 引 き 継がれた が、 特 に メ デ ィ チ 家 の 蔵書の 大幅な拡充 に 賞献 し た の は こ の ロ レ ン ツ ォ で あ っ た （ メ

デ ィ チ 家 の 書 籍 コ レ ク シ ョ ン は ロ レ ン ツ ォ が 当 主 と な っ た 1 469年 に は約 250冊で あ っ た が、 彼が死去

し た 1 492年 に は約 1 ,000冊 に 増大 し た） （図 8 ） 。

ロ レ ン ツ ォ は、 1 5世紀末期 の フ ィ レ ン ツ ェ ・ ルネサ ン ス 文化 の 「黄金時代」 の 立役者、 偉大なパ ト

ロ ン と し て、 生 前 か ら 「イ ル ・ マ ニ フ ィ コ 」 （豪華公） と い う 尊称で呼ばれ た 人物 で あ る 。 ま た彼 自

身、 祖父 と 同様、 玄 人 は だ し の 人文学的教養の持ち 主で、 非凡な建築通、 多作 の 詩 人 で も あ り 、 みず

か ら 「万能の 芸術家」 （ ア ン ド レ ・ シ ヤ ス テル） と し て つ ね に 多 く の 学者、 文 人 、 芸術家た ち のサ ー ク

ル の 中 心 に い た 人 物 で あ る （実業家 と し て は無能で、 そ の 晩年 に メ デ ィ チ銀行 の 没落 を も た ら す こ と

に な っ た が） （図 9 / 1 0） 。

ロ レ ン ツ ォ は、 増大 し た メ デ ィ チ家の図書コ レ ク シ ョ ン を収め る た め に、 そ の菩提聖堂で あ る サ ン ・

ロ レ ン ツ ォ 聖堂 に新 し い 図書館 を 計画 し て い た と 言わ れ る が、 それが実現 さ れ る の は、 彼 の 死 の 30年

後 の こ と 、 ロ レ ン ツ ォ の子の世代 に な っ て か ら の こ と で あ る (1 523年） 。

メ デ ィ チ 家 の パ ト ロ ネ ー ジ に よ っ てルネサ ン ス 期 に建造 さ れた 2 番 目 の 図書館、 ラ ウ レ ン ツ ィ ア ー

ナ 図書館 （Biblioteca Laurenziana） は、 ロ レ ン ツ ォ ・ イ ル ・ マニ フ ィ コ の甥 の 枢機 卿 ジ ュ リ オ ・ デ ・
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メ デ ィ チ Giulio de’ Medici ( 1 478- 1 534／ の ち の 教 皇 ク レ メ ン ス 7 世 ） （ 図 l l ) に よ っ て 計 画 さ れ 、

建造が推進 さ れた。

設計 を 委嘱 さ れ た の は、 当 時、 同 じ 聖堂 内 の メ デ ィ チ礼拝堂 に 2 つ の メ デ ィ チ墓碑 を 制 作 中 だ‘ っ た

大 巨 匠 ミ ケ ラ ン ジ エ ロ ・ ブ ォ ナ ロ ー テ ィ Michelangelo Buonarroti ( 1 475・ 1 564） で あ る （ 図 1 2） 。

ミ ケ ラ ン ジ エ ロ は、 周 知 の よ う に 、 ルネサ ン ス 最大 の彫刻家で あ り 、 ヴ ァ テ ィ カ ン の シ ス テ ィ ー ナ

礼拝堂 に 巨 大 な 天井画 を 完成 し た 大画家で あ り 、 の ち に ロ ー マ のサ ン ・ ピ エ ト ロ 大聖堂の造営 （ と く

に ド ー ム の 建造） に 深 く 関わ る こ と に な る 大建築家で も あ っ た が、 設計か ら 完成 ま で、 中 断 を は さ ん

で約半世紀 を 要 し た こ の ラ ウ レ ン ツ ィ ア ー ナ 図書館 は （完成 し た の は 巨 匠 の 死後 の 1 57 1 年） 、 建築家

ミ ケ ラ ン ジ エ ロ の 最高傑作 の ひ と つ と な っ た。

ラ ウ レ ン ツ ィ ア ー ナ （ ロ レ ン ツ ォ Lorenzo ＝ ラ ウ レ ン テ ィ ウ ス Laurentius の 形容調化） 図 書 館 は 、

メ デ ィ チ邸のす ぐ裏手 に あ る サ ン ・ ロ レ ン ツ ォ 聖堂 の 中 庭 回廊二階 に 付設 さ れ、 奇抜 な マ ニ エ リ ス ム

的デザイ ン に よ る 有名 な 玄関 室、 サ ン ・ マ ル コ 図書館よ り 大 き な規模 （長 さ 50 メ ー ト ル × 幅 1 2 メ ー ト

ル、 80 の 書見台 を 付設） の 長方形 の 閲覧室 （列住 に よ る 分節 は な く 、 天 井 は 平 ら な格天井） 、 そ し て

い ち ばん奥 の稀観本室か ら な っ て い る （ 図 1 3） 。

玄関室は、 君主化 し た メ デ ィ チ 一族や宮廷 の 学者た ち の 荘厳な入場 を 念頭 に お い た と 思 わ れ る 「落

下す る 滝」 の よ う な 堂 々 た る 大階段 （ 図 1 4） に よ っ て知 ら れて い る が、 閲覧室の シ ン プルな長方形空

間 と 書見台 の シ ン メ ト リ カ ルな配置 に は近代的な機能性 を 予感 さ せ る も の が あ る （木製 の 格天井 と テ

ラ コ ッ タ ・ タ イ ル の 豪華な床装飾は別 人 の デザイ ン に な る も の） （図 1 5） 。

ミ ケ ラ ン ジ エ ロ 自 身 に よ る 書見台 の め ず ら し い 素描が残っ て い る が、 書見台 の 構造 に も 彼が機能性

を 配 慮 し て い た こ と がわ か る （ 図 1 6） 。 一方、 実現 さ れ る こ と が な か っ た 稀観本 室 の 設計案 （入れ子

構造 の 三 角 形 の迷路の よ う な書見台の プ ラ ン） （ 図 1 7） に は、 ミ ケ ラ ン ジ エ ロ の 自 由 な 奇想 が横溢 し

て い て、 も し 実現 さ れて い れ ば図書館建築史 に お い て も 特筆 さ れ る 傑作 に な っ た で あ ろ う 。

フ ィ レ ン ツ エ でつ く ら れた二つ の 図書館、 と く に ラ ウ レ ン ツ ィ ア ー ナ 図書館は、 ル ネ サ ン ス 後期 の

他 の 大都市の公共図書館 の モ デル と な り 、 ヴ ェ ネ ツ ィ ア 、 ロ ー マ、 ミ ラ ノ な ど で、 都 市 の 文化的威信

の シ ン ボ ル ＝ モ ニ ュ メ ン ト と し て 次 々 に 大規模な 図書館が建て ら れ る こ と に な る 。

ヴ、 エ ネ ツ ィ ア で は、 ギ リ シ ア 人枢機卿 ヨ ハ ネ ス ・ ベ ッ サ リ オ ン Johannes Bessarion ( 1 403頃・ 1 472)

が遺贈 し た 図書 コ レ ク シ ョ ン を 収蔵す る た め に 、 共和国政府 の 委嘱で、 パ ラ ッ ツ ォ ・ ド ゥ カ ー レ の 向

か い 側 の 都市 の 最 中 心 部 に （サ ン ・ マ ル コ 広場 に 続 く ピ ア ツ エ ッ タ に 面 し て） 、 壮麗 な古典主義様式

の フ ァ サ ー ド を も っ マ ル チ ャ ー ナ 図書館 （Biblioteca Marciana ； ま た はサ ン ・ マ ル コ 図書館 Biblioteca

di San Marco） が、 ヤ コ ポ ・ サ ン ソ ヴ ィ ー ノ と ヴ イ ン チ ェ ン ツ ォ ・ ス カ モ ッ ツ ィ の 設計で建造 さ れた

( 1 536-83年／閲覧室の長 さ は27 メ ー ト ル） （ 図 1 8） 。

ロ ー マ で は、 教皇 シ ク ス ト ゥ ス 5 世 の時代に 、 ヴ ァ テ ィ カ ン宮殿内 に 教皇庁 図 書館／ ヴ、 ァ テ ィ カ ン

図 書 館 （Biblioteca Apostolica/Biblioteca Vaticana） が ド メ ニ コ ・ フ ォ ン タ ー ナ の 設 計 に よ っ て 完 成

し た ( 1 587-88） 。 こ れ は、 1 5 世紀以来、 ニ コ ラ ウ ス 5 世 （ ト マ ー ゾ ・ パ レ ン ト ゥ チ ェ ッ リ ） や シ ク ス

ト ゥ ス 4 世 に よ っ て営 々 と 積 み上 げ ら れて き た 図書 コ レ ク シ ョ ン と 図 書館構想 の 帰結 と し て、 実現 さ
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図 1 3 サ ン － 口 レ ン ツ ォ 聖堂お よ び修道院の 平面図

図14 ラ ウ レ ン ツ ィ ア ー ナ玄関室

（ ミ ケ ラ ン ジ ヱ 口 設計）
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図 1 5 ラ ウ レ ン ツ ィ ア ー ナ 図書館

（ ミ ケ ラ ン ジ ェ 口 設計）
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図 1 7 稀観本室の設計図 （ ミ ケ ラ ン ジ エ ロ ）

図 1 8 マ ルチ ャ ー ナ 図書館 （ ウー ェ ネ ツ ィ ア ）

図 1 9 ヴ ァ テ ィ カ ン 図書館 図20 ア ン プ ロ ジ ア ー ナ 図書館
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れた も の で あ る （ 図 1 9） 。

ミ ラ ノ で は、 1 603-09年 に 、 枢機卿 フ ェ デ リ ー コ ・ ボ ッ ロ メ ー オ Federio Borromeo ( 1 564- 1 6 3 1 ) に

よ っ て ア ン ブ ロ ジ ア ー ナ 図 書館 （Biblioteca Ambrosiana） が創設 さ れ た 。 こ れ は絵画館 を 含 む ア ッ カ

デ ミ ア の 一部 と し て建て ら れた も の で、 天井 ま で の 高 い書架が閲覧室全体 を 取 り 囲 む と い う 新 し い 公

共 図書館 の タ イ プ を 示 し て い る （図20） 。

N. 西洋近世の 図書館の発展

イ タ リ ア の 図書館の影響は、 イ タ リ ア 文化 の 吸収 に 熱心だ、 っ た フ ラ ン ス や ス ペイ ン の 絶対君主 国 の

宮廷 に も 伝播 し た。 フ ラ ン ス で は 、 国 王 フ ラ ン ソ ワ 1 世が先代 の ル イ 1 2 世 の 図 書 館 を 継承拡充 し 、

1 537年 に は、 フ ラ ン ス で刊行 さ れたすべて の本 を 1 冊ずつ 王 の 図 書 コ レ ク シ ョ ン に 収 め さ せ る 「納本

制度」 が始 め ら れた。

ス ペイ ン で は、 国 王 フ ェ リ ー ベ 2 世がマ ド リ ー ド 郊外 に造営 し た 壮大な宮殿 ＝ 僧院、 エル ・ エス コ

リ ア ル 宮 に 、 1 567年頃、 名 建築家ホ ア ン ・ デ ・ エ レ ー ラ Juan de Herrera ( 1 530 頃ー 1 697） の 設 計 で 壮

大 な 宮廷 図 書館 （長 さ 65 メ ー ト ル × 幅 1 1 メ ー ト ル） が創 ら れた。 し か し 、 カ ト リ ッ ク に よ る 宗教裁判 と

絶対王政 の 時代 に 入 っ て い た ス ペイ ン で は、 図書館の公共性 の 理念や 人文主義者 に よ る 自 由 な書籍収

集活動が変質 と 抑圧 を こ う む っ た こ と を 忘れ る べ き で は な い だ ろ う 。

1 559年 の ロ ー マ 聖庁 に よ る 「禁書 目 録」 の作成は、 ル ネ サ ン ス の 人文学研究 （studia humanitatis) 

の 発展 の な か か ら 生 ま れた市民的な公共図書館 と そ の理念が危機 に さ ら さ れ た こ と を 意 味 し て い る 。

し か し 、 そ の 一方で、 グーテ ン ベル ク 革命 に よ る 印刷文化 の波及は、 1 6世紀 を 通 じ て と ど ま る と こ

ろ を 知 ら ず、 宮廷や大学の 図書館 と 並んで、 特 に宗教革命後 の プ ロ テ ス タ ン ト 国 で は、 都市が創設す

る 公立 図書館 （都市図書館） が発展 し 、 ルネサ ン ス に 生 ま れた公共 図書館の理念が市民社会 に い っ そ

う 密着 し た か た ち で継承 さ れ る こ と に な っ た。

そ し て、 1 9世紀 に な る と 、 フ ラ ン ス 革命後 の 国民国家の形成 に と も な い、 国 家 の 文化的 シ ン ボ ル と

し て 、 国 立 劇 場 や 国 立 博 物 館 ・ 美術館 と 並 ぶ よ り 壮 大 な 文 化 的殿堂 と し て の 国 立 図 書 館 （パ リ の

B削iotheque Nationale や ロ ン ド ン の British Museum の 図書館な ど） が誕生す る こ と に な る 。 日 本 の 明 治政

府 に よ る 帝国 図書館 ( 1 896年、 国立国会図書館の前身） は こ う し た流れ の な か で創 ら れた の で あ る 。

以上、 ル ネ サ ン ス 期 の 図 書 コ レ ク シ ョ ン と 図書館の歴史 を 中 心 に駆け足で見て き た が、 最後 に、 ル

ネ サ ン ス の 科学的人文主義 の 偉大な後爾で も あ っ た 1 7世紀 の哲学者 ラ イ プニ ッ ツ ( 1 646」 7 1 6） 一一彼

は ド イ ツ の ブ ラ ウ ン シ ュ ヴ ァ イ ク 大公の領主図書館 の 司書で あ っ た 1 689年 に 、 フ ィ レ ン ツ ェ のサ ン ・

マ ル コ 図書館 を 訪れ、 長 年探 し て い た 1 4世紀 の 数学書 Liber calculationum の 初版本 を 発見 し た こ と

を 、 感激 を も っ て友 人 に 知 ら せ て い る （山一ーの言葉 を 引 用 し てお こ う 。
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「（a） 図 書館 は 人 間精 神 の 宝庫 と な る べ き で あ る 。 独創的な思想 は そ れ が書 い た も の と し て 定着

し て い る 限 り す べ て 保存 し て お く 必要があ る 。 ・ ・ ・ （b） 必要な の は 年度 ご と の し っ か り し た 予算

で あ っ て、 こ れ に よ り 学術 上価値 あ る 新刊書すべてが 「調和 の と れた 継続J と し て供給 さ れねば

な ら な い 。 （c） 図 書 館 の 至 上 の職務は、 そ の 貴重な財産 を 、 著作者、 出 版年 を 示す 系 統立 っ た 形

の 綿密な 目 録 （必要な ら ば事項索 引 も ） に よ り 利用 し う る よ う に す る こ と 、 それか ら 公開 の 時 聞

を で き る だ け 広 げ、 暖房、 照 明 を で き る だけ 良 く し 、 自 由 な 貸 出 し を で き る だ け 広 げて、 利用 し

やす く す る こ と で あ る 。 」 （ ヨ リ ス ・ フ ォ ル シ ュ テ ィ ウ ス ＆ ジー ク フ リ ー ト ・ ヨ ー ス ト 著 『図書館

史要説』 藤野幸雄訳、 日 外 ア ソ シ エー ツ ） 。

い う ま で も な く 、 こ こ に は、 現代の情報化時代の 図書館 に も 通底す る 普遍的な理念 と 理想が息づ い

て い る と 言 え る だ ろ う 。
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V. M Kerr, Library : I. Ancient and Classical world II .  Later Developement, Dictionary of Art, vol. 1 9, Grove, London. 

ヨ リ ス ・ ホ ル シ ュ テ ィ ウ ス ／ ジ ー ク フ リ ー ト ・ ヨ ー ス ト 『図書館史要説』 藤野幸雄訳 （ 日 外ア ソ シ エ ー ツ 、 1 982年） 。

ヴ ィ ン フ リ ー ト ・ レ ー シ ュ プル ク 『 ヨ ー ロ ッ パ の歴史的図書館』 宮原啓子 ・ 山 本三代子訳 （国文社、 1 994年） ．

(2） 古代 の 図 書館 に つ い て は、 と く に 次 の 書 を 参照．

L. カ ッ ソ ン 『図書館 の誕生ーオ リ エ ン ト か ら ロ ー マ へー』 新海邦治訳 （万水書房、 2007年） ．

(3） イ タ リ ア ・ ル ネ ッ サ ン ス 期 の 図 書館 に つ い て は、 E. ガ レ ン 『ルネ ッ サ ン ス 文化史』 津 井 繁 男 訳 （ 平 凡社、 2000年） 第 8 章／

図書館 と 印刷術の発明、 87- 1 0 1 頁 を 参照．

(4） コ ル ッ チ ョ ・ サル タ ー テ ィ Coluccio Salutati ( 1 33 1 - 1 406) , 

1 4 世紀 の 代表的な市民的 人文主義者。 ペ ト ラ ル カ の友人． フ ィ レ ン ツ エ 共和 国 の 書記官長 を 30年以 上 に わ た っ て 務 め ( 1 375-

1 406） 、 ヴ ィ ス コ ン テ ィ 家 の ミ ラ ノ の軍事的骨威 に 対 し て フ ィ レ ン ツ ェ 市民 の愛 国 心 に 訴 え る 熱筆 を ふ る っ た。 す ぐれ た ラ テ ン
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サ ル タ ー テ ィ の 弟子． ア レ ッ ツ ォ 出 身 の た め 「 ア レ テ ィ ー ノ J と 呼 ばれ、 1427年以降、 フ ィ レ ン ツ エ 共和 国 の 書記官長 と な

る ． 卓越 し た ギ リ シ ァ 語学者 と し て知 ら れ、 ア リ ス ト テ レ ス の 『倫理学』 『政治学』 を ラ テ ン 語 に 翻訳。 著書 と し て、 フ ィ レ

ン ツ ェ の共和制 と 学芸 を 称 え た laudatio F/orentinae Urbis （ フ ィ レ ン ツ ェ 市頒） 、 Historiae Fiorentini populi libri XII （ フ ィ レ

ン ツ ェ 史 1 2巻） 、 De militia （軍隊論） 等があ る ．

－ カ ル ロ ・ マ ル ス ッ ピ ー ニ Carlo Marsuppini ( 1 399- 1 453) . 

初 期 人文主義者の一人。 優 れ た ギ リ シ ア 語学者 と し て 知 ら れ、 ホ メ ロ ス 《イ リ ア ス 》 第一巻 を ラ テ ン 語 に 翻訳 し 、 教皇ニ コ

ラ ウ ス 五世 に よ っ て称賛 さ れ る ． 晩年 に フ ィ レ ン ツ エ 共和国書記官長 を 務 め る ．

－ ニ ッ コ ロ ・ ニ ッ コ リ Niccoli> Niccoli ( 1 364- 1 4 37) , 

初 期 人文主義者 の 一 人． フ ィ レ ン ツ エ 最大 の 写 本 コ レ ク タ ー で、 美術品 の コ レ ク タ ー で も あ っ た。 コ ジ モ ・ デ ・ メ デ ィ チ の

親 し い友人． 著作は残 し て お ら ず、 そ の 人物像は と ら え ど こ ろ がな い。

・ ボ ッ ジ ョ ・ ブ ラ ッ チ ョ リ ー ニ Poggio Bracciolini ( 1 380- 1 459) . 
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サ ル タ ー テ ィ の 弟 子 で 、 著 名 な ラ テ ン 語 学 者 、 人 文 主 義 者 。 教 皇 庁 の 秘 書 官 と し て 、 ド イ ツ の コ ン ス タ ン ツ 公 会 議

( 1 4 1 4- 1 4 1 8） に参加。 そ の帰途に、 ク リ ュ ーニー と ザ ン ク ト ・ ガ レ ン に 旅行 し 、 多 く の写本を発掘 し た （キケ ロ 一、 ク イ ン テ ィ

リ ア ヌ ス な ど ） 。 晩 年 、 共 和 国 書 記 官 長 を 短 期 間 務 め る 。 ラ テ ン 語 の 著 作 に De avaritia （ 食 欲 に つ い て ） ( 1 428） 、 De

z，げをricitate principum （ 君 主 の 不幸 に つ いて） ( 1 440） 、 Contra hypocries （反偽善者論） ( 1 449） . 俗語 に よ る 著作 に Facetitae

（風刺集） 、 Storia di Firenze （ フ ィ レ ン ツ ェ 史） が あ る 。

・ ジ ャ ン ノ ッ ツ ォ ・ マ ネ ッ テ ィ Giannozzo Manetti ( 1 396- 1459） ロ

人文主義者、 政治家。 ナ ポ リ 君主 ア ル フ ォ ン ソ ・ ダ ラ ゴーナの秘書官 と な る 。 著 書 に De dignitate et 町·cel/entia hominis （ 人

間 の 尊厳 と 卓越性 に つ い て） ( 1 4 5 1 - 1 452） が あ る 。

(5） ヴ‘ エ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ビス テ ィ ッ チ Vispasiano da Bisticci ( 1 4 2 1 - 1498） 。

フ ィ レ ン ツ ェ の 書籍業者。 コ ジ モ ・ デ ・ メ デ ィ チ や フ ェ デ リ ー コ ・ ダ ・ モ ン テ フ ェ ル ト ロ な ど の 人文主義的パ ト ロ ン の た め

に 貴重な 写 本 の収集や筆写 を 組織 し た。 彼が晩 年 に 著 し た 1 5世紀 フ ィ レ ン ツ エ 著 名 人 列伝 (Le vile, a cura di Aulo Greco、

2 vols. Firenze 1 970- 1 976 ： 抜粋邦訳 『 ル ネ サ ン ス を 彩 っ た 人 び と一一あ る 書籍 商 の 残 し た 『列伝』 』 岩倉具忠 ・ 岩倉淘子 ・

天野恵訳、 臨川書店、 2000） に は 、 以下の よ う な多 く の 1 5世紀の教皇、 君主、 政治家、 司教、 人文学者が含 ま れ て い る 。

教 皇エ ウ ゲニ ウ ス 4 世、 教皇ニ コ ラ ウ ス 5 世、 ナ ポ リ 王 ア ル フ ォ ン ソ ・ ダ ラ ゴ ー ナ 、 ウ ル ビ ー ノ 公 フ ェ デ リ ー コ ・ ダ ・ モ ン

テ フ ェ ル ト 口 、 ア ン ブ ロ ー ジ ョ ・ ト ラ ヴ エ ルサー リ 、 レ オ ナル ド ・ ブルーニ、 ジ ャ ン ノ ッ ツ ォ ・ マ ネ ッ テ ィ 、 ポ ッ ジ ョ ・ ブ ラ ッ

チ ョ リ ー ニ、 マ ッ テ オ ・ パル ミ エ ー リ 、 カ ル ロ ・ マ ル ス ッ ピ一二、 ド ナ ー ト ・ ア ッ チ ャ イ オ ー リ 、 フ ラ ン チ ェ ス コ ・ フ ィ レ ル

フ ォ 、 パ ッ ラ ・ ス ト ロ ッ ツ ィ 、 コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ、 ア ー ニ ョ ロ ・ ア ッ チ ャ イ オー リ な ど。

(6) Vespasiano da Bisticci, op. cit., vol. 2 ,  pp. 225・228 （前掲邦訳、 355・356頁） 。

(7) Vespasiano da Bisticci, op. cit., vol. 2 ,  pp. 1 39-147 （前掲邦訳、 295-299頁） 。

(8) 1 4 1 4年、 コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ は 教皇 ヨ ハ ネ ス 23 世 に 随行 し て コ ン ス タ ン ツ 公会 議 に赴 い た が （ こ の 公会議で ヨ ハ ネ ス 23世

は廃位 さ れ る ） 、 そ の 時 向 行 し た ポ ッ ジ ョ ・ プ ラ ッ チ ョ リ ー ニは、 帰途、 ス イ ス のザ ン ク ト ・ ガ レ ン修道院でウ ィ ト ル ウ ィ ウ ス

の 『建築十番』 な ど古代写 本 の 歴史的大発見 を す る こ と に な っ た。 こ の 時の経緯を ヴ エ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ビ ス テ ィ ッ チ は次

の よ う に 記 し て い る 。

「 コ ン ス タ ン ツ の公会議が 関 か れ た お り 、 ポ ッ ジ ョ 氏 はそ こ へ赴 い た。 か れ は ニ ッ コ ロ ト ニ ッ コ リ ］ と 多 く の 学者か ら 、

消 失 し た 無 数 の ラ テ ン語典籍 を か の地 の修道院で探す の に 一肌 脱 い で は く れ ま い か、 と 懇願 さ れ て い た。 キ ケ ロ の演説六篇 を

見 つ け た 。 か れ か ら 聞 い た話ではそれは、 あ る 僧 院で ごみ の 中 に あ っ た と 言 っ て も い い よ う な 、 一 山 の ば ら ば ら に な っ た 本 の

聞か ら 見つ け 出 さ れた の で あ る 。

当 初 は断 片 に 分 か れ て 見 出 さ れ た ク イ ン テ ィ リ ア ヌ ス が つ い に完全なかた ち に 至 っ た 。 そ れ を 入手 す る こ と はで き な か っ た

ので、 自 ら 筆 を 執 っ て 書 き 始 め て三十二 日 を か け て 書 き 写 し た。 そ こ に は か れ の 手 に な る 流麗 な 筆跡が見 ら れた。 一 日 に ほ と

ん ど五枚綴 り 分 ［二十枚相 当 ］ を 書 き 写 し た。 長年にわたっ て失われ て い て、 同 じ く 断片だっ た キ ケ ロ の 『弁論家』 、 シ リ ウ ス ・

イ タ リ ク ス の英雄詩 『第二ポ エ ニ戦争』 と い う 立派な作品、 天文学者 の マ ル ク ス ・ マ ニ リ ウ ス の韻文 に よ る 見事な作品 ［ 『天文

学』 ］ 、 韻文 に よ る 名 著 の 誉れ高 い ル ク レ テ ィ ウ ス の 『物 の 本性 に つ い て 』 、 同 じ く 顔文の秀作た る ウ ァ レ リ ウ ス ・ フ ラ ッ ク ス の

『 ア ル ゴ ナ ウ テ イ コ ン』 、 ア ス コ ニ ウ ス ・ ペ デ ィ ア ヌ ス に よ る キ ケ ロ の 『演説』 数 篇 の 注解、 ル キ ウ ス ・ コ ル メ ラ の 傑作 『農業

論』 、 コ ルネ リ ウ ス ・ ケ ル ス ス の見事な作品 『医学につ いて』、 A ・ ［ア ウ ル ス ・ ］ ゲ リ ウ ス の秀香 『 ア ッ テ ィ カ の夜』 、 テ ル ト ゥ

リ ア ヌ ス の作品数点、 ス タ テ ィ ウ ス の詩集 『森』 を、 それぞれ発見 し た。 さ ら に エ ウ セ ビ オ ス の 『年代記』 を ヒ エ ロ ニ ム ス と

プ ロ ス ペ ル ス の 増補 と と も に 見 つ けて、 自 筆で こ れ を 書 き 写 し た 。 コ ン ス タ ン ツ で は、 キ ケ ロ の ア ッ ィ ク ス 宛 の 書簡 も 発見 さ

れ た が、 そ れ に つ い て私は寡 聞 に し て知 ら な い 。 レ オナ ル ド ［ ・ ブルーニ］ と ポ ッ ジ ョ 両氏 の 刻苦勉励 の お 蔭で、 プ ラ ウ ト ウ

ス の最後 の 喜劇十二点が見出 さ れ、 そ れ を パー ゼルで校訂 し た 。 ヴ ェ ネ ツ ィ ア の グ レ ゴ リ オ ・ コ レ ー ル と ポ ッ ジ ョ 氏 さ ら に他

の 人 び と が校訂に携わ り 、 現状の配列 に し た。 キ ケ ロ の 『 ヴ ェ レ ス 弾効』 も 同 様 に コ ン ス タ ン ツ で発見 さ れ、 レ オナ ル ド と ポ ッ

ジ ョ 両氏がイ タ リ ア に も た ら し た 。 レ オ ナ ル ド と ポ ッ ジ ョ 両氏のお蔭で い か に 立派な典籍が発見 さ れ た か 、 し た が っ て今世紀

の文学者 た ち が ど れ ほ ど 大 き な 恩 恵 を か れ ら か ら 被 っ て い る か が分か り 、 かれ ら か ら どれ ほ ど光明 を 与 え ら れ た か も 知 ら さ れ

る の で あ る 。 プ リ ニ ウ ス も イ タ リ ア に は な く 、 ド イ ツ の リ ュ ー ベ ッ ク に 一書存在 し 、 し か も 完結 し た 欠 落 の な い も の 、 と の情

66 



イ タ リ ア ・ ルネサ ン ス 期 の 図 書館 と メ デ ィ チ 家 の パ ト ロ ネ ー ジ

報 を 得たニ ッ コ リ は、 コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ と と も に 大 い に 尽 力 し た結果、 か の 地 に い た か れ の親戚 の ひ と り を仲立ち に し て 、

所有者の修道士 た ち と 大 き な取 引 を し 、 すな わ ち ラ イ ン通貨百 ド ゥ カ ー ト を 与 え た末、 よ う や く そ の 典籍 を 入手 し た の で あ る 。 」

（ 「ポ ッ ジ ョ ・ ブ ラ ッ チ ョ リ ー ニ伝」 前掲邦訳、 238-239頁）

(9） コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ の 学 問 、 芸術、 建築のパ ト ロ ネ ー ジ に つ いては、 拙著 『 メ デ ィ チ家』 （講談社現代新書、 1 999年） 第 3

章 を 参照 さ れ た い。

( 1 0） コ ジモ ・ デ ・ メ デ ィ チ の蔵書 に つ い て は、 次 を 参照。

A C. De La Mare, Cosimo and his books, in Co.引mo ii Vecchio de Medici 1 389-1 464 (ed. F. Ames Lewis) (Oxford, 1 992) 

( 1 1 ) サ ン ・ マ ル コ 図書館 に つ い て は 次 の 書 を 参照。

E. Garin, La biblioteca di San Marco (Firenze, 1 999) 

( 1 2） ヴ エ ス パ シ ア ー ノ ・ ダ ・ ビス テ ィ ッ チ は 次 の よ う に伝え て い る 。

「 （かれは） 誰 に対 し て も 大 き な度 量 を 示 し 、 自 分 の持ち 物 に け っ し て執着せず、 客音 と ほ ま っ た く 無縁で あ り 続 け た 。 誰 の

望みで あ れ必ず叶 え てや り 、 ギ リ シ ア 語 を こ な す 当 時最 高 の 筆写家 を 一 人 な ら ず抱 え て い て 出 費 に ほ頓着 し な か っ た の で、 手

元 に 残 る 金 は 一銭 も な か っ た。 自 分の 能 力 に は 自 信 を 持 っ て お り 、 何事で あ れ実現 さ せ る つ も り だ っ た。 彼が、 出 費が 自 由 に

な る も の な ら ば書物 と 建築 に 凝 り た い も の だ、 常 々 口 に し て い た が、 実際、 教皇位 に 就 い て か ら は こ の 両者 を お お い に推進 し

た。 そ の 頃は決 し て豊 か で は な か っ たが、 それで も 自 分の 作 ら せ る 書籍はすべて あ ら ゆ る 面で最高 の も の で あ る こ と を 望んだ。

さ ま ざ ま の 分野の書物 を 所有 し て い た が、 中 で も 非 常 に 美 し い十二巻本 に ま と め ら れ た 聖 ア ウ グス テ ィ ヌ ス の作 品 は 、 新 た に

精確 に編纂 し 直 さ れ た 素晴 ら し い も の で あ っ た． （ 中 略）

サ ン ・ マ ル コ 図書館は整備 し よ う と し た コ ジ モ ・ デ ・ メ デ ィ チが、 揃 え る べ き 蔵書 に つ い て 書 き 示す労 を 執 っ て く れ る よ う

ト ン マ ー ソ 師 に 依頼 し た の も こ の よ う な理 由 か ら で あ る 。 彼がみずか ら の 手 で 書 き 記 し て コ ジ モ に 送 っ た の は、 完備 し た 蔵 書

を 誇 る 図書館 を 作 ろ う と す る 者 に と っ て不可欠 な 実 に 素晴 ら し い リ ス ト で あ っ た。 そ の 結 果サ ン ・ マ ル コ と フ ィ エ ー ゾ レ 大修

道 院 の 二 つ の 図書館がかれの指示 に 基 い て整備 さ れ、 さ ら に ウ ル ビー ノ 公 の コ レ ク シ ョ ン と ア レ ッ サ ン ド ロ ・ ス フ ォ ル ツ ァ 卿

の そ れ が後 に 続 い た。 将来 に わ た っ て も 、 図書館 を 設立 し よ う と 志す者は誰で あ れ 、 恐 ら く こ の リ ス ト に 頼 ら ざ る を 得 な い こ

と で あ ろ う 。 」 （ 「教皇ニ コ ラ ス 5 世伝1 前掲邦訳、 33-35頁）

( 1 3) E. Garin, op. cit, p. 7 . 

〔後 記〕

本稿は、 2007年 8 月 1 日 に 、 愛知県立大学にお い て 開 催 さ れた第6 1 回東海地 区大学図書館協議会 ・

名古屋集会で の講演 「ルネサ ン ス 期 の 図書館 と パ ト ロ ネ ー ジ」 の講演原稿 に 、 大幅な加筆修正 を 加 え 、

註 を 付 し た も の で あ る 。
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